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行政機関における障がい者雇用の
水増しや法定雇用率未達成の報道が
話題になっています。ある食品スー
パーでは、多くの障がい者を雇用さ
れています。法定雇用率を意識され
てのことかも知れませんが、とても
丁寧に支援をしておられます。店頭
に「当店では障がいのある方を雇用
しています。接客等慣れるまで時間
がかかりますがしばらくお待ちくだ
さい。」とのコメントがありました。
「えっ」と初め思いましたが、きっ
とそのコメントでお客さんも障がい
者のことへの理解を持ち接していた
だけるのではと思いました。学校で
の進路指導担当の頃、そのスーパー
に生徒の実習を依頼しました。実習
の様子を見に行くと商品の前出しの
仕事をしていて、テキパキとした仕
事ぶりではありませんでしたが、品
出しをした後の棚がとても整然とし
ていて、仕事が見えました。そのこ
とを店長さんもきちんと認めていた
だけ、こちらもとても嬉しく思いま
した。結局就職につながりました。
障がい者は仕事ができないのではな
く、できることを用意し、その仕事
をまわりが認めていければ、障がい
者の活躍の場は無限にあるのではな
いかと思います。

【竹採り】

作業所の竹製品は品質が高く、い
ろいろな賞をいただいてます。それ
は竹採りから始まる手作りにこだわ
っているからだと思います。昨日も
合志市にある竹山に竹採りにでかけ
ました。約１時間ほどかかるところ
です。道路から一段上がった竹山に
入り竹を選んで伐採していきました。
枝落としの仕事、落とした枝葉を片
付ける仕事、切りそろえた孟宗竹を
運ぶ仕事等に分かれて取り組みまし
た。３メートル長さの孟宗竹約１５
本ほどを作業所に持ち帰りました。
これから作業で手作りの箸やバター
ナイフ等を作っていきます。

バターナイフ 孟宗竹の切り出し

【パイロットウォーク】

１０月７日（日）に熊本パイロッ
トクラブさん主催で、パイロットウ
ォークが開催されました。作業所か
らも利用者さん、職員の３名が参加
させていただきました。パイロット
クラブは米国で１９２１年に創立さ
れた働く女性による国際民間ボラン
ティアで、熊本パイロットクラブさ
んは１９８４年に誕生したそうです。
奉仕活動のメインテーマを「脳関連
障害を持つ方々の支援」として取り
組まれておられます。ぎんなん作業
所も日頃からおつき合いいただいて
います。毎年１月には作業所に来て



いただき鏡開きをしていただいたり
しています。今回のウォークは動植
物園を出発し江津湖広木公園までウ
ォーキング、そして、広木公園でい
ろいろなゲームをして楽しく過ごさ
せていただきました。ありがとうご
ざいました。

ウォーキング ゲーム

【熊福連仲間の交流会】

１０月１７日（水）に熊本県福祉
作業所連絡協議会主催の「仲間の交
流会」が松橋にある「希望の里サン
アビリティーズ」で行われました。
今年は「秋の大運動会」をテーマに
行われました。開会式後くまモンが
登場し、くまモン体操で体をほぐし
た後は玉入れ、綱引き、リレー、ダ
ンスなどで楽しみました。学校卒業
後はなかなか運動会に参加する機会
が少ない利用者さんですが、久々の
運動会に大きな声で応援したり、力
いっぱい綱引きをしたり、大きな振
りでダンスを踊られたりと体を精一
杯動かされていました。帰りのバス
の中でも運動会の楽しさを残して、
寝る人もなく賑やかに帰ってきまし
た。

楽しくダンス 力一杯綱引き

【家族会バーベキュー会食】
１０月２６日（金）に、家族会の
皆さま方によりバーベキュー昼食会
をしていただきました。当日は早朝
より準備をしていただき、バーベキ
ューやカレーライス、ベーコン、デ
ザートのフルーツ牛乳寒等の豊富な
メニューでボリュームも満点、もち
ろん味も美味でした。利用者の皆さ
んもずいぶん前からとても楽しみに
しておられ、当日は午前中に町内清
掃をされ、お腹を減らした後、作業
所多目的室でおごちそうになりまし
た。皆さん、あまりのおいしさにお
かわりをされていました。

バーベキュー 当日のメニュー

【堆肥撒き】

運動公園近くにある作業所の農場
では野菜を栽培しています。ただ、
収穫する（畑を使う）たびに畑の土
が硬くなりやせていました。そこで
畑の土壌改良のために堆肥を入れる
ことにしました。軽トラック１台分
の堆肥を旭志の畜産事業所から運び、
利用者の方と畑一面に散布しました。
これからニンニク、じゃがいも、タ
マネギの植え付けをしますが、来年
は大きく育ったたくさんの野菜が獲
れるのではないかと期待しています。

一輪車で運搬 散布




